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【動機】

IoT機器の中には自然環境で用いる際、受動的でメンテナンスが不要な環境発電によって電気を供
給できると便利なものがある。そのような環境発電の一つとして、夜間に発電が可能で、あまり
日本で試みられた例のない放射冷却による熱電発電に注目した。

【方法】

放射冷却による熱電発電は以下の点で優れていると考えらからである。
・夜間でも発電可能である ・モーターなどの可動部がない ・電池などの廃棄物が出ない
・完全に受動的でメンテナンスフリーである

【結果】

いかに高温側‐低温側の温度差を大きくするか工夫し、熱電モジュールを用いた発電装置を製作で
きた。夜間に学校の屋上で実験した結果、4℃程度の温度差で最大25mVの発電ができた。微小な
電圧ではあるが、一晩中継続して発電できた。

【まとめ】

日本の夏という温暖湿潤な気候のもとでも、微小ではあるが、工夫次第で放射冷却による発電が
できそうだ。また、先行研究には高温側を空気と同じ温度にするという発想のものがあったが、
地面の熱を直接取った方が温度差を大きくできるのではないか。

【展望】

今後は、地中に数十cm程度の穴を掘り、地中熱を高温側に使用することを考えている。微小な電
力で作動する環境センサーを屋外で用いる際、外部からの入力やモーターなどの駆動部を必要と
しない、受動的な電源のひとつとして使用できるのではないか。
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